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金 の りん ごを盛 る銀 の皿

ゲ ー テの作 品 の 中の ヒ ロイ ンた ち

星 野 純 子

ケ ー トヒェ ン ・シ ェ ー ン コ ッ プか ら7リ ー デ リケ ・ブ リオ ン、 マ クセ ・ブ

レン ター ノか ら シ ャ ー ロ ッ テ ・ブ ッ フ、 リ リー ・シ ェ ー ネ マ ン、 シ ュ タ イ ン

夫 人 、 マ リア ンネ ・グ ィレ マ ー な ど、 ゲ ー テは 実 に様 々 な女 性 との 交 流 を糧

と し て 自 ら の創 作 を豊 饒 な もの と して き た。 そ し て それ ぞれ の 女 性 は 自分 達

の 姿 が ゲ ー テ の作 品 の 中 に 永遠 化 され た こ と を、 あ るい は 自分 の 創 作 表 現 が

ゲ ー テの 作 品 の 中 に取 り入 れ られ た こ と を、 喜 び と も誇 りと も思 い 、 ま た は

それ を唯 一 の心 の支 え と も、 自己 の ア イ デ ン テ ィテ ィーの よす が と もし て、

様 々 な人 生 を歩 ん で い った と思 わ れ て い る。

さ て しか し、 そ れ で は こ の よ うな 女性 達 の 主体 、 彼 女 達 の 生 の 実 体 は、 ゲ

ー テの 作 品 に取 り込 ま れ る こ とで 、 よ り鮮 明 な像 を結 び得 たの だ ろ うか 。 自

己 を表 現 す る手 段 を持 た な か っ た彼 女 達 の 沈 黙 は ゲ ー テに よ っ て正 し く代 弁

され た と見 な して も よい の だ ろ うか 。

この よ うな関 心 か ら、 次 の三 つ の作 品 の ヒ ロ イ ン達 、 グ ァイ マ ー ル で手 を

加 え られ た改 訂 版 『若 き グェ ル ター の悩 み』(1787)の ロ ッ テ、『タ ウ リスの

イ フ ィゲ ー ニ エ』(1787)の イ フ ィゲ ー ニ エ、 『グ ィル ヘ ル ム ・マ イ ス ター の

修 業 時 代 』(1796)の 「美 し き魂 」 に焦 点 を あ て 、 テ キ ス トを 精 読 して み る

と次 の よ うな疑 問 が涌 い て くる。 即 ち、 主体 的 な 自我 も持 ち、 存 在 感 も十 分

に 感 じ られ る ヒ ロ イ ンた ち は、 男性 が主 体 とな る、 作 品 の 全 体 構 造 に取 り込

まれ て 、 女 性 特 有 の役 割 を 割 り振 られ る過程 で 、 美 しい け れ ど も透 明 な存 在

と な り、 徐 々 に実 在感 を失 って きた の で は な い か とい う疑 問 で あ る。
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ゲ ー テは晩 年 、 エ ッ カー マ ン との対 話 で 「女 性 とは 我 々が そ の 中 に金 の り

ん ご を 盛 る銀 の皿 で あ る 。女 性 に つ い て の 私 の 理 念 は 現 実 の現 象 か ら捨 象 さ

れ た もの で は な く、 私 に 生 れ つ き備 わ っ て い た もの 、 あ るい は ど う して か は

わ か らな い が私 の 中 に 生 じた もの で あ る」1)と か 、「女 性 は ま た 、 わ れ わ れ の

理想 を 注 ぎ 込 む た め に わ れ わ れ 近 代 人 に 残 され た 唯 一 の 器 で あ る」2)と 述 べ

て い る。 自分 の 創造 した 女性 は 現 実 の 女 性 を描 い た の で は な く、 女 性 と い う

空 の器 に盛 られ た もの は す べ て 、 ゲ ー テ 自身 の抱 い て い る様 々 な理 念 や 理 想

だ とい うの で あ る。 しか し ゲ ー テは 最 初 か ら これ ほ ど 明確 に 女 性 に 自分 の イ

デ ー を 仮託 す る とい う方 法 を と って い た わ け で は ない 。 こ の推 移 の 過 程 を最

もは っ き り見 て 取 るこ とが 出 来 るの は 、 グェ ル ター改 稿 に と も な う ロッ テ の

像 の変 化 で あ る。

『若 き グ ェル タ ーの 悩 み 』 は 初 版 は1774年 に で た3)が1787年 に グ ァイ マ ー

ル で、 ゲ ー テは 大 幅 な 改 訂 を加 え 、 以 後 これ が定 本 と な っ て い る4)。 こ の改

訂 は文 体 面 で は 殆 ど毎 頁 に わ た る全 面 的 な も の で、 文 法 的 正 し さ、 純 粋 さ、

威 厳等 を基 準 とす る ア ー デル ン グの 規 範 文 法 に則 り、 語 彙 面 で も流 行 語 や 卑

俗 な 語 の 使 用 は や め るな ど、 シ ュ トゥル ム ・ウ ン ト ・ ドゥ ラ ン グ時 代 の 語 法

を 一 掃 した もの だ った5)。 内容 的 に は 、 農 家 の下 男 の エ ピ ソ ー ドを挿 入 して

グ ェル タ ーの 悲 劇 へ の 伏 線 を周 到 な もの に し、 ヴェ ル タ ーの 前 で ロ ッ テ が カ

ナ リアに キ ス して み せ る場 面 な どが つ け加 え られ た。

ゲ ー テが と りわ け 重 点 的 に 手 を加 え た のは 結 末 部 の、 特 に 「編 者 の報 告 」

の 語 り手 の パ ー ス ペ ク テ ィブで 、改 訂版 で は 、編 者 は、登 場 人 物 に距 離 を 置 き、

事 実 と主 観 的 解 釈 と を は っ き り区 別 して 、知 り得 た事 実 を忠 実 に(gewissen-

haft)(S.93)報 告 す る とい う態 度 を明 確 に うち だ す 。 編 者 の 言 葉 に よ る忠

実 な報 告 部 分 と ヴ ェ ル ターの 手 紙 の 情 熱 的 錯 乱 と の対 比 に よっ て 、 ヴェ ル タ

ーや ア ル ベ ル トにつ い て
、 述 べ られ る表 現 その もの は 初 版 の ま まで あ りな

が ら、 グ ェ ル ターの 無 制 限 な情 熱 は 希 み の な い 錯 乱 や 狂 気 で あ り、 ア ル ペ ル

トは逆 に秩 序 あ る人 間 、 成 熟 し た大 人 とい う肯 定 的 人 物 に な るの で あ る。

ロ ッテ像 は、 特 に、 結 末 部 分 での 彼 女 の 内面 を丹 念 に書 き加 え る こ と で大
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き く変 化 す る。 初 版 で は 、 ロ ッ テは 予 期 せぬ グ ェ ル ター の訪 問 に驚 き な が ら

もす ぐに 、 な すべ き事 を て きぱ き と手 配 し、 自分 に は何 の や ま しい と こ ろ も

ない の だ か ら と気 を落 ち着 け 、 ヴ ェル タ ーの 相 手 をす る とい うよ うに、 毅 然

と した行 動 を と る(S.175)。 と ころ が 改 訂 版 では 、 ヴ ェ ル タ ー訪 問 の前 に、

ロ ッ テの 夫 へ の気 持 と ヴ ェ ル タ ーに 対 す る思 慕 の念 が 大 幅 に 加 筆 され て(S .

101,S.106ff)、 既 に ヴ ェル タ ーへ の 気 持 を 自覚 し、 動 揺 して い た ロ ッ テは

彼 の 出 現 に うろ た え、 自分 が何 を言 っ て い るの か 何 を して い るの か もわ か ら

な くな る。 女 友 達 を呼 び にや ら せ た り、 ピア ノを弾 い た りとい う、 初 版 と同

じ行 為 を しな が ら、 彼 女 は心 の混 乱 を統 御 で きず 、終 始 グ ェル タ ーの 情 熱 に

巻 き込 まれ る形 で事 態 が進 ん で い く。

さ らに 、 ロ ッ テの ヴ ェ ル ター に対 す る思 慕 の念 は初 版 で は夫 アル ベ ル トの

態 度 へ の失 望 に よ って 助 長 され た よ うに書 か れ て い た(S.169)。 即 ち 、 結婚

後 ア ル ベ ル トは仕 事 の忙 し さに か ま け て ロッ テに寂 しい思 い を させ て い て 、

ヴェ ル タ ー が ロ ッ テに 示 す 親 切 を 自分 へ の無 言 の非 難 の よ うに感 じて い る。

そ し て こ の 日は、 グ ェル タ ーが しば ら くは訪 れ ない とい うこ と が わ か っ た た

め に 、 ア ル ベ ル トは長 くの ば して い た 仕 事 を片 づ け る ため に悪 天 候 に もか か

わ らず 、 一 晩 泊 りの旅 行 に で か け た の で あ っ た。 ア ル ペ ル トは は っ き り と口

に は 出 さ ない けれ ど不 機 嫌 さを体 一 杯 に 表 して 仕 事 に でか け た の で あ っ た。

この よ うな感 情 の 行 き違 い か ら ロ ッ テは 「か つ て は幸 福 を 約 束 して くれ た夫

が 、今 や 彼 女 の 人 生 を悲 惨 な も の に しは じめ た」(S.174)と 感 じだ して 、 思

い は 当 然 の よ うに ヴ ェ ル タ ーへ と向 か っ て行 く。 こ れ が 改 訂版 で は 、 ヴ ェ ル

ター の情 熱 が夫 妻 の 問 に ひ び を い れ た こ とや 、 ア ル ベ ル トの 不機 嫌 、 ロ ッ テ

の不 満 な ど、初 版 で の 編 者 の 語 りは み な ヴェ ル タ ー 自身 の言 葉 と して 語 られ

て(S.93)、 彼 の妄 想 が 生 み 出 し た も の と され る の で あ る。 彼 女 は 夫 と は

「永 遠 に結 ばれ て い て 、 彼 の 落 ち 着 い た 頼 も しい 態 度 は ま じめ な女 性 が 一 生

の 幸 福 を そ れ に 託 す よ うに と、 ま る で天 か ら定 め られ た もの の よ うに」(S.

106)感 じ る とい う具 合 に 、 アル ベル ト、 ロ ッ テの 結 び 付 き に は、 世 の並 の夫

婦 の 抱 くよ うな低 俗 な 次 元 で の 不 信 や 嫉妬 の 入 り込 む す き の ない も の と して
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描かれる。それにも拘わらずロッテはヴェル ターとは知 り合った最初の瞬間

から 「美 しい気持ちの一致」(S.106)を 感 じ、彼がいなくなれば自分の心の

底には満たされることのないうつろが生 じるだろ うと思ってたじろがずには

おれないほど、 ヴェルターの心情に共感するとい うことは、 ロッテを通して

ゲーテが グェルターの存在を肯定 したかったからにほかならない。現実の市

民社会で着実に理性的に適応して生 きてい くだけのアルペル トにはないヴェ

ルターの価値を是認し、市民社会の偏狭 さから抜け出る真の人間らしい在 り

方を求めるヴェルターを肯定するために、 ロッテの存在が必要だったのであ

る。 アルペル トを俗物として全面的に否定して無制限の情熱に駆られ破減 し

ていくグェルターに、ロッテは現実世界を媒介する、 より高い存在 として、

呈示 されるのである。例のカナリアの場面も、現実の生身の女性には到底有

り得ない ような 「清らかな無邪気さ」(S.80)を ロッテの身に纏わせるため

につけ加えられたものであろう。

初版の ロッテは、小説やダンスに熱中し、雷雨のあとの荘厳な自然の風景

に涙する、感傷主義の時代に生きる情感豊かな娘であ り、母の死後、けなげ

に幼い弟妹たちの世話をして、やがて母の遺言どお り、世間の尊敬をうけた

しっか りした男と結婚する、堅実な市民の女性である。夫とい さかいもすれ

ば夫の気まぐれに腹もたてる、しかし夫への愛情は確信 しているとい う、普

通の女性の姿が リアルに浮かび上がってくるような描 きかたをされていた。

特にアルペル トとの気持ちの行き違いの場面などは、いかにもこの時代を生

きた数多 くの女性、いや時代をこえて市民的結婚の実態を映 しとっているよ

うな感があった。それが改訂版ではロッテは、様式的に祭 り上げられた理想

的な女性像になってしまい、純化された度合いだけ、自分の方 か らは一 向

に態度をはっきりさせることができない、受動的な無力な存在になってしま

う。

事実と主観的解釈 を区別するとい う編者の言明にもかかわらず、改訂版で

書き加えられたロッテの心情や内面はついに彼女自身のロから、彼女 自身の

言葉として語られることはな く、常に編者の語 りや編者の解釈であり、 ロッ
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テが 独 自に 動 き出 す こ とは な い の で あ る。

こ の よ うに 自 らの 口 か ら 内面 を吐 露 す る こ との なか った ロッ テ に比 較 す る

と 『タ ウ リスの イ フ ィゲ ー ニエ』6)の ヒ ロ イ ンは その 自己 認 識 の深 さ に おい

て も強 い 主 体 性 に おい て もは る か に立 ち 優 って い る よ うに思 え る。 生 ま れ な

が らに い つ も隷 属 と服 従 を強 い られ る女 の運 命 に つ い ての 、 幾 度 か 繰 り返 さ

れ る嘆 き、 トー ア ス王 の求 婚 を退 け 、 与 え られ た 女 の 定 め を甘 受 す る こ とを

拒 む 毅 然 た る態 度 、 理 不 尽 な蛮 行 を 強 い る神 々や 伝 統 へ の 反 抗 、 権 威 つ くの

押 しつ け へ の 抵 抗 、 そ して トー ア ス王 との対 決 の 場 で は、 い わ ゆ る男 の 英 雄

的 行 為 、 その 実 は野 蛮 な流 血 を 呼 ぶ行 為 に 対 して 、 女 性 ら しい 、 真 に人 間的

な対 抗 的 価 値 を提 唱 す るな ど、 モ ノ ロー グ を 多用 して すべ て イ フ ィゲ ー ニエ

自身 の 言 葉 と して表 現 され るか ら であ る。

こ こか ら、 こ の ドラマ で ゲ ー テが描 こ うと し たの は 、 神 々 に よる支 配 を脱

して 自律 性 を獲 得 し よ う とす る近 代 的 な 人 間 像 で あ る とい う評 価 が 生 まれ

る。 ゲ ー テ は彼 の時 代 の 宗 教 的 思想 的 背 景 や 啓 蒙 時 代 の神 学 の発 展 を こ の ド

ラ マに 織 り込 み、 タ ン タ ロ スー族 に か け られ た呪 い に、 キ リス ト教 の正 統 派

信 仰 の 教 義 に み ら れ る 原罪 を重 ね 合 わ せ て、 こ の罪 を 自力 で断 ち切 る新 しい

近 代 的 な人 間 像 を描 い た の だ とい う評 価 で あ る7)。 こ の評 価 は た しか に 上 に

述 べ た イ フ ィゲ ー ニエ の姿 に合 致 す る もの だ ろ う。

しか し、 人 間 の 自律 とい う近 代 の 課題 が 、 女 性 で あ る イ フ ィゲ ー ニエ に あ

って は ど う実 現 され た か とい う点 を 考慮 に 入 れ ない と、 こ れ は直 ち にt7イ

ゲ ー ニ エの 神 格 化 とい う新 た な 神 話 へ と反 転 し てい く危 険 を は らん で い て 、

事 実 テ キ ス ト自体 に そ の芽 は 内 在 して い る8)。

劇 中 に 呈 示 され る イ フ ィゲ ー ニエ の 使 命 は 一 貫 した もの で は な く、 ドラ マ

の 展 開 に つ れ て変 化 す る。 い や 、 そ も そ も最 初 、 イ フ ィゲ ー ニエ は使 命 とい

え るほ どの も の は 自覚 して い な い と言 え るだ ろ う。 異 郷 の 地 タ ウ リスで彼 女

は 祭 司 と し て女 神 デ ィ ア ナに 仕 えて い るが 、 こ の生 活 は彼 女 に とっ て は 他 か

ら強 い られ た不 本 意 な もの で、 自分 は ま さ に奴 隷 で あ り、 は か な い影 の よ う

な 存 在 だ と意 識 せ ざ る をえ ない 。 だか ら、 本 当の 自分 の姿 や、 自分 の胸 の 底
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は 明 か さず 、 王 に 対 し て も タ ウ リスの 住 民 に対 して も、 祭 司 と して の 鎧 を纏

って接 して い るだ け で あ る。 その 彼 女 が トー ア ス王 の 誠 意 あ る態 度 に うな が

され て 、 自分 の 素性 を 打 ち 明 け 、 祭 司 と し て で は な く一 人 の 人 間 と し て 向 か

い 合 い 、 王 に 反 論 して 、 自分 の 抱 く新 しい 神 の イ メー ジ、 っ ま り人 間 的 な神

々へ の信 仰 を 明 らか に す る中 で 徐 々に 自律 性 を得 て い く。 しか し こ の段 階 で

の彼 女 の願 い は た だ 、 故 郷 の 、 なつ か しい 家 族 の も とへ帰 りた い とい うこ と

で あ っ た。 自分 が デ ィ ア ナの 女 神 に 救 わ れ たの も、 「死 ん だ と思 わ せ て父 を

十 分懲 ら しめ た うえ 、 きっ と彼 が 年 老 い た時 の思 い が け な い 無 上 の 喜 び とな

る た め に こ の 地 に と どめ て お か れ た 」(1幕3場 、V.441ff)の だ 、 とい うよ

うに、 彼 女 の 自己理 解 は 非 常 に 素 朴 な もの で あ る。

ま た、 作 品 の軸 とな る3幕3場 、 オ レ ス ト快 癒 の場 に つ い て は 、 彼 が 姉 の

願 い に よ り母 親 殺 しの 凶行 を 現在 化 して 再 現 し、 自分 を徹 底 的 に 苦 しめ 自己

処 罰 す る こ と で罪 を償 い 、狂 気 か らの 治 癒 を 自分 で成 し遂 げ た の だ と解 釈 す

る こ と が出 来 る だ ろ う。 彼 を追 うの は 復 讐 の 女 神 で は な く、 罪 の意 識 と後 悔

とい う自分 の心 に巣 く う心 理 的 な要 素 で あ り、 冥 界 で の一 族 和 解 の ヴ ィジ ョ

ン体 験 の過 程 が 一種 の心 理 治 療 の セ ラ ピーの よ うな役 割 を果 た して 、 オ レ ス

トは癒 され 、 再 生 を果 た した の だ と=考え られ る。 イ フ ィグ ー ニ エ も この 場 面

で は 肉親 の 愛 情 に よっ て な ん と か 弟 を 正 気 に 戻 らせ たい と い う人 間 的 な 願 い

が あ る だ け だ っ た。

と こ ろ が4幕5場 の モ ノ ロー グに な る と彼 女 は 「い つ か は正 常 な 手 と無 垢

の心 で汚 れ の染 み込 ん だ あ の 家 を清 め よ うと願 い を か け た」(V.1699-1702)、

と 自分 の使 命 を明 言 す る。 こ れ は そ の 直前 、 ピ ュ ラ デ ィスが 指 示 した使 命 に

ほ か な ら な い。 オ デ ュ セ ウ スに もな ぞ ら え られ る ピュ ラデ ス は巧 智 に た け た

合 理 主 義 者 と して、 目的 実 現 の た め に は、 イ フ ィ グ ー ニ エの 祭 司 と して の 地

位 を徹 底的 に利 用 し、 こ の 目 的 に そ っ た役 割 を彼 女 に 振 り当 て 、 と る べ き行

動 を彼 女 に教 え・ そ の た め に 引 き起 こ され る彼 女 の 内 面 の 葛 藤 な ど は眼 中 に

な い。 そ して イ フ ィゲ ー ニ エ もな ん ら 自 己 を主 張 せ ず に こ れ を 引 き受 け て し

ま う。 た だ 二人 を救 い た い とい う姉 と して の 愛情 は 、 ア トリー デ ン王 朝 の存
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亡 に か か わ る 呪 い を清 め る、 とい う意 識 に か わ っ て い き、 オ レ ス ト個人 に行

わ れ た 救済 の行 為 を一 族 へ と広 げ、 聖 女 と して父 祖 の家 を き よめ る とい う使

命 を受 け 入 れ るの であ る。

しか し、 続 く5幕3場 の トー ア ス との対 決 の場 で 、 彼女 は 、 この 使命 と 自

己 の 本性 との 葛 藤 、 つ ま りこ の使 命 の実 現 の た め ピ ュ ラ デ スの 言 うが ま まに

な っ て い た の では 自分 の ア イデ ン テ ィ テ ィ ーが失 わ れ て し ま う、 とい う深 刻

な 危 機 に 陥 り、 苦 悩 の末 、 つ い に 自分 の 主体 の 方 を選 ん で 、 男 の 英 雄 的 行 為

に 対 抗 す る 「思 い 切 っ た行 為」(V,1913)、 即 ち 人 間 ら しい 言 葉 に 賭 け るの

であ る。 この トー ア ス に対 す る主 体 的 な態 度 と、 オ レ ス トや ピュ ラ デ スに た

い す る受 動 的 な態 度 と の 間 に は 明 らか な 落 差 が あ る。 彼 女 は トー ア ス王 に対

して は 「祭 司 で は な くて ア ガ メ ム ノンの 娘 で す 」(V.1822)と 、 終 始 、 人 間

と して 向 き合 い、 自律 的 な 主体 と して 振 る舞 うこ とが で き た。 これ は 彼 女 が

王 に 対 し て は救 済 者 や 女 神 の 役 割 を 果 た す 必 要 が ない か ら なの で あ る。 しか

し、 オ レ ス トや ピ ュ ラ デ スに は 彼 女 は 対 等 の 主 体 と し て向 き あ え な い。

この 後 の 場 で も イ フ ィ ゲ ー ニ エは 決 闘 の 仲 裁 以 外 は す べ て オ レス トに主 導

権 を譲 り渡 し、 彼 の言 うが ま まに な る。 い まや 神 託 の 解 釈 をす るの も祭 司で

あ る彼 女 で は な くて 、 弟 の オ レ ス ト自身 であ り、 彼 に よ っ て 「姉 上 、 あ な た

こ そ 我 が 家 の 守 護 神 」(V.2130)、 「あ な たの お 手 に触 れ た と き僕 の 病 気 は治

りま し た」(V.2119-2120)と 女 神 に 祭 り上 げ られ 、 家 の 再 興 とい うオ レ ス ト

が中 心 と な っ て作 り出 す家 父 長 制 的 秩 序 の 中 に救 済 者 と し て は め込 まれ た イ

フ ィゲ ー ニ エ は、 もは や 自分 の 意志 で行 動 す る こ と を阻 まれ て しま う。 主 体

は沈 黙 さ せ ら れ、 実 体 と して は 無 力 なが ら、 男 に よ っ て崇 め ら れ祭 り上 げ ら

れ る とい う新 しい 神話 を担 わ され て し ま っ た の で あ る。

さ て、 次 に ゲ ー テは 『修 業 時 代』9)の 第 六 巻 で 「美 し き 魂 」 と呼 ば れ る一

人 の 女 性 を 内 側 か ら描 きあ げ る とい う試 み を行 っ た。 これ は実 在 の ク レ ッ テ

ン ペ ル ク嬢 とい う非 常 に個 性 的 な女 性 の 手 紙 や談 話 を も とに して書 か れ た た

め に、 単 に ゲ ー テが 女 性 の 身 に な り代 わ っ て想 像 した り憶 測 した り、 あ るい

は 自分 を 織 り込 ん だ りとい うの と は ち が っ て、 き わ め て特 異 な テ キ ス トに な
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っている。

内容的にはこの 『告白』は、世俗の生活からは積極的な影響を受けること

なく、 もっぱら内面の神との交流によって精神的に成長してい く、 ピエティ

スト的陶冶の例だとされるが、自己の個性の発展を求める道は、当時の社会

では女性には宗教の領域でのみ可能だったことを考えれば、これは女性の教

養小説と読むことができるだろ う10)。

最初から彼女の人格形成にとって、女であることとそれに伴 う役割期待と

は障害として意識されている。彼女は病弱だが知識欲の旺盛な子供で自然科

学などにも強い興味を示すが、女の子であるがために父親からは 「出来損な

いの息子」(S.360)と 呼ばれたりして、女であることが知的発展の可能性を

閉ざしていること、知識欲は女性とい う性からの逸脱であると早 くから意識

せざるを得ない。また、思春期に入ると、異性への関心や、目覚め始めたセ

クシュア リティーは、7ラ ンス語の家庭教師から 「いわゆる美徳とい うもの

が情熱の要求に対 してはいかに弱い防禦でしかないか」(S.363),「 どんな場

合にも女は非常に弱いもの」(S.364)と いった具合に検閲され、ブレーキを

かけられて、自分自身のありのままの感情を肯定することが出来ずに、戸惑

いや狼狽を抱 く。彼女の教育を主として担 うのは男性であり、母や叔母 とい

った女性は聖書や料理、おとぎ話とい う、一段低い周辺的な位置に置かれ、

知的なレヴェルや生き方などで彼女が自己形成のモデルとして希求すべき女

性は登場しない。やがてナルツィスと呼ばれる男性 と婚約するが、彼 もやは

り、女には無知と純潔を要求する二重規範の持ち主で、彼女はまたしても社

会から課せられる役割期待と自分の欲求との間の解きがたい葛藤に悩み、つ

いに彼を愛しながらも、精神的独立を守 り、自分のアイデンティティーを手

放 さないために婚約を解消し、結婚を拒否する。女性が感覚的愛情に身を委

ねることは、即ち、社会から課せられる役割を うけいれることであ り、男性

に精神的にも隷従することになってしまう、だから、女性としての欲望の断

念こそが精神的独立 と真に人間らしい道義性を保証するものと彼女は理解す

るのである。
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以後、彼女の 自我は、女にとって家庭以外に許されている もう一つの場

所、宗教の領域で形成 されることになり、静かな宗教的心情に満たされた生

活を送る。ところがフィーローという友人が彼女に行った罪の告白により、

原罪が 自分の中にもあるのを発見して、 これまでの 自己理解にひび割れを

おこし、苦悩の末に、この罪をあがなうキリス トに対する信仰にめざめ、魂

が感情の翼に乗って飛翔するという体験をする。彼女はヘルンフー ト教団に

近づき信徒と交わ りを持ったりするが、やがてはこれからも離れて、ついに

は神 との一致 とい う昂揚した宗教感情の中で、 自分の純粋な 自我 を、肉体

の外に見いだすのである。「体は着物の ように ちぎれてしまうでしょう。し

かし私、このおなじみの私 とい うものは厳として存在するのです。」(S.415)

と、罪ある肉体と純粋な 自分 自身 とを分かち、あらゆる肉体性、即ち女性

性から解放 された所に自分のアイデンティティーや自分 の精 神 の 自由を見

る。

ところでこの一人称による告白の中に、塔の結社の世界を代表する叔父が

外からの社会的現実として入 りこんできて、彼女 と芸術や教養、女性の役割

についての対話をかわし、彼女の非活動性を批判する。それまですべて彼女

自身の言葉で語 られていた、ichの 語 りの中に、叔父の言葉は直接引用でひ

かれることで、彼女の立場は相対化され、批判されるのである。彼女はこの

「告白」の最後を、「私の行動は完全とい うものについて抱いていた理想に

いよいよ近づいてい く」(S.420)と 自分の一生を締め くくるが、その理想は

いわば空虚な理想として、塔の結社のユー トピアでは克服されるべ きものと

して示されるのである。それゆえに彼女はロマンの中にはいっさい姿を現 さ

ず、死後、塔の館に飾られた肖像画として、あるいは 「おもしろい読み物」

(S.350)と して原稿の なかで登場するだけである。 ロマンの世界の中で真

に美 しき魂と呼ばれるのは彼女の姪のナター リエである。社会と結びつかず

に内面へ沈みこみ、病気と孤独と我意のうちにな くなる 「告白」の女性と異

なり、 ナターリエこそは生まれながらに内と外の調和のとれた美 しい本性の

人間として、塔の結社の世界に受け入れられる。叔母の方はナター リエが生
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まれてくるための準備段階や前段階としてのみ価値が認められるのである。

『修業時代』のユートピアの構想の中では女性 と男性 とは全 く異なったも

のとして考えられ11)、家父長制的男性中心社会の中で女性に与えられた役割

はこの告白の女性のように強烈な自我を主張して自律を貫 くことではな く、

他人に奉仕 し、つ くすことを生まれながらの使命として、慈善活動や博愛活

動、優 しい看護婦や恋の仲介老、子供の母親といった役割をはたせる家庭的

な女性が、理想的女性として、社会の中での居場所を与えられるのである。

さてしかし、それではその理想的なナター リエが生き生きとした人間とし

て読者の前にあらわれるかというとこれは疑問である。理念的表象や抽象に

なった分だけ彼女は地上的本質を失い、成長 や 発展、 とまどい、迷い、喜

び、悩み、情熱、感動などといった生きた人間の実態からは遠 ざけられ、生

気に欠けた、受動的な人物にならざるを得ない。漠然とおぼろな美 しい姿の

みがあって、明確な意志を持った個性ある姿は浮かんでこないのである。

18世紀後半、哲学や人間学の分野では、女性の本質や使命について盛んに

論議がおこなわれ、フンボル ト、シュレーゲル、 シラーなどが男女の性格を

相互補完的に対極の位置に置いて、古代ギ リシャ劇の女性像に、女性性の最

高の美、さらには人間性と芸術の最高の理想をみようとした。12)男女を相互

補完的なものとして構想するときには、同時に必ず男性の経験世界が絶対的

規範として根本に置かれ、この規範に適合 しない特性が総て女性的特質 とし

て、女性に割 り当てられるため、女性は男性のもつ優秀な性質を持たない卑

小な存在であるか、あるいは男性には欠けた性質を有しているために理念の

中で高められた願望像 として、神秘的なものとな り、過大評価 されることに

なる。現実世界での女性のみじめな位置、あのイフィゲーニエが嘆いた女の

みじめな隷属状態と、想像界や理念面での高められた女性像 との乖離は大き

なものとならざるを得ない。そのような流れの中でグーテもまた、近代が取

り戻すべき全体的な人間性やフマニテー トの理想を女性の中に盛 り込んだ。

しかし一方で リア リス トであるゲーテはそれがイデーであることを、先にあ

げたエッカーマンとの対話にあるようにはっきりと意識していた。
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だか ら こ そ ゲ ー テは第 六 巻 の 総 て を割 き、 殆 ど独 立 した一 巻 と して 、 ロ マ

ンの語 り手 の コ メ ン トも一 切 加 え ない 形 で、 「告 白」 の 女性 に 自己 を語 らせ

た の で あ ろ う。 彼 女 の言 説 は 『修 業 時 代 』 の 枠 に は、 は ま り き らな い 力 を秘

め た テキ ス トと して 、 自己 を主 張 し続 け てい る よ うに思 わ れ る。 そ して ゲ ー

テ は 自分 の理 想 を 盛 る銀 の 器 と して は ナ ター リエ とい う別 の人 物 を 創造 しな

け れ ば な らな か った の で あ る。

(付記:本 稿は、1991年6月30日 におこなわれ た阪神 ドイツ文学会第138回 研究発表

会 のシンポジウム 「つ くられた女性像18世 紀末か ら19世 紀前半 までの 女性作

家達一 」に於いて、 「ゲーテ作品の ヒロイン達」 として 口頭 発表 したもの に加

筆 、注 をほ どこした ものである。)
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10)女 性 の 視 点 か ら こ の 「告 白 」 を 論 じ た も の が 最 近 で は 多 く見 ら れ る が 、 単 に 社 会

的 文 脈 の 中 で の 解 釈 に と ど ま ら ず 、 小 説 の 内 外 の 読 者 や 批 評 家 、 哲 学 者 な ど の 読

み を 考 慮 し て こ れ を 分 析 し た も の と し て 、 特 に 次 の 論 文 を 参 照 。

SusanneZantop:EigenesSelbstundfremdeFormen;Goethes,,Beleenn-

tm'sseθ ゴπθ7schb"nenSeele``,111:GoetheYearbook3.GoetheSocietyof

NorthAmerica,1986.SS,73-92.

11)BarbaraBecker-Cantarino:,,Bebenntnisseθ 伽 〃schδnenSeele、 、,ZurAus_

grenzungundVereinnahmttngdesPVeiblicheninderPatriarchalen

UtoPt'evon``rVilhelmMθlstersLehr/ahren``.In:Verantwortungμ 雇

Utopt'e.Hrsg.vonWolfgangWittkowski.MaxNiemeyer,Ttibingen

1988.SS.70-90.参 照 。

12)WilhelmvonHumboldt:UberdenGeschlechtsunterschiedunddessen

EinfluβaufdiecrgantscheNatur(1795).Uber"露 〃 ゴo加undmdinnliche

Form`(1795).FriedrichvonSchlege1:UberdieDt'otima(1795).Uberdie

weibtichenCharahterindengriechischen1)ic'htern(1794).Friedrichven

Schiller:UberAnmutundWinde(1793)な ど 。
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